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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【退院】
・小林　満様　10：00自宅へ

【転出】
・坂田　輝様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Aユニット41号室
・光成　稔様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Aユニット118号室

＜患者様連絡事項＞
・田中　邦夫様～30～40台の徐脈持続していること報告、持参薬のアロチノロール塩酸塩（5）1T1×朝　除剤指示あり。薬剤師へ他の薬剤についても影響があるものはないか確認するよう指示あり。（アムロジピン、マグミットも影響あるとの事）

・水梨　心優様～本人より睡眠の不安定さ訴えあり主治医へ報告、エスゾピクロ（1）1T、ロフラゼプ酸エチル（1）1T　1×就床前4日分処方となる。
　　　　　　　
・大村 廣志様～酸素飽和濃度の低下あり、今川Dr報告。酸素2L開始している。

・野坂　翔様～IFオーダー胃痛時ファモチジンOD（20）1T指示、処方あり。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつ開放観察実施。他室侵入、私物弄りあり早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910][bookmark: _GoBack]・袴田　将志様～0:00～8:00の時間隔離中。開放中、私物に関する要求が通らず、スタッフに対し暴言あり。その後ホールのテーブルを無理に動かそうとしたり、蹴る。ドア蹴りあり。他者に対し殴ろうとするジェスチャーをすることあり。その後自室で過ごす事勧めると自室内で過ごされるも、しばらくするとホールの水道を手酌で飲水している。自室へ入られると、臥床し休まれている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・浅沼　佑香様～終日身体拘束中。両上肢拘束一時解除してみる。食事介助にて全量摂取される。嘔気・嘔吐なし。点滴トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。									
＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～被害的妄想言動の訴え聞かれており表情の冴えなさ見られている事あり。頓服薬使用し、衝動行為や不機嫌さなく経過。引き続き、精神症状の観察していく。

・中川原　翔様～Bユニットへ移動されてからも気分の変調はなく穏やかな様子。疎通良好、礼節保たれている。不調不満訴えなし。引き続き、身体・精神症状の観察していく。

